
画像は参考用の模式図です

下地：SPCC 発錆板　試験内容：塩水噴霧連続 480 時間　試験層内：35℃×98%RH 下地：SPCC 発錆板　試験内容：塩水噴霧連続 480 時間　試験層内：35℃×98%RH

上塗：AGUA-HSERA（水性 2液無機ハイブリッド塗料）



お求めは

本カタログ記載の情報や数値の正確性には万全を期しておりますが、保証は致しかねますのでご了承ください。製品改良等により仕様や性状などについては予告なく変更する場合がございます。

塗装面、黒皮付延伸鋼板を屋外で発錆後、ワイヤーブラッシング。（SIS-05-5900  C  St-3 準拠の錆鋼板を使用）

ケレンは ISO C St2　後、表面を St3 にて処理　/　塗装後室内で 7日間乾燥　/　刷毛塗りで塗膜厚 45±5μm（2回塗）

・5℃以下及び 40℃以上でのご使用は避けてください。・作業に当たっては、缶をよく混ぜ、必要分を必ず別容器に小分けにしてからご使用ください。直接塗料缶に刷毛やローラーを入れると成分が変

質する恐れがございます。・開封後は必ず缶のフタを閉めて保管してください。缶のフタを空けたままにしておくと、成分が空気と反応して性能が劣化します。・引火性がある為、作業中は火気厳禁

とします。喫煙や機械工具を用いてのはつり作業・ケレン作業を実施する場合は、本品を遠ざけてから作業をしてください。・作業にあたってはマスクやゴーグルなどの安全具を装着してください。・

閉所で作業を行う場合は、十分な換気を実施してください。・旧塗膜の種類が塩化ゴム系 /フッ素系塗料の場合、リフティングを生じる場合がございます。仔細はお問い合わせください。

・SDS/ 製品ラベル /取扱説明書を必ずよく読んでからご使用ください。

【AGUA-MG100 塗装前】

港湾施設のクレーンの為、
全体的にサビが進行している。

【AGUA-MG100 塗装後】 【AGUA-MG100 塗装から 3年間経過】

サビについては再発が認められない。

※AGUA-MG100 の効果を検証する為、上記事例では上塗を行っておりませんが、通常のご使用に於いては AGUA-MG100 施工後に上塗を実施してください。

※各塗り工程については、上記に関わらず指触乾燥の状態になってから次の工程に移ってください。
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